
　

第
１
回
定
時
総
会
に
続
い
て
、新
た
に
選
任

さ
れ
た
29
名
の
理
事
全
員
の
出
席
に
よ
り
、第

２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
最

初
の
理
事
会
で
は
、会
長
、

副
会
長
を
は
じ
め
、各
委

員
等
の
選
任
が
滞
り
な
く

行
わ
れ
、全
員
に
よ
る
承

認
を
経
て
、新
し
い
執
行

部
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
体
制
と
な
り
、正
念

場
の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
起

死
回
生
を
出
席
者
全
員
で

誓
い
、理
事
会
は
無
事
閉

会
し
ま
し
た
。

て
は
ほ
ぼ
同
一
地
域
・
同
一
運
賃
に
近
い
形
と

な
り
、各
所
属
団
体
の
役
員
の
方
々
は
大
変
ご

苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か
し
来
年

の
10
月
に
は
さ
ら
に
車
種
区
分
の
問
題
や
、初

乗
り
運
賃
の
世
界
標
準
化
等
の
議
論
が
俎
上

に
あ
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
も
個

人
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
不
都
合
が
出
な
い

よ
う
心
が
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
譲
渡
譲
受
に
つ
い
て
で
す
が
、事
前
試

験
制
度
、試
験
回
数
の
増
回
に
つ
い
て
国
交
省

　

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
て
最
初
の
定
時
総

会
に
て
、開
催
に
あ
た
り
木
村
会
長
よ
り
次
の
よ

う
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
昨
年
度
は
、個
人
タ
ク
シ
ー
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
不
適
切
な
問
題
や
事
件
が
発
生
し
、関

東
運
輸
局
よ
り
２
度
に
わ
た
る
指
示
通
達
が
出

さ
れ
る
な
ど
、厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。今

年
５
月
１
日
の
一
般
社
団
法
人
移
行
を
機
に
、新

た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
諸
問
題
の
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み
と
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
意
識
改
革
ヘ
役
員
が
一
丸

と
な
っ
て

努
力
し
て

い
た
だ
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
報

告
で
す
が
、

特
措
法
が

施
行
さ
れ
、

公
定
幅
運

賃
に
関
し

①
会
長
、副
会
長
及
び
専
務
理
事
選
定
の
件

②
副
会
長
の
代
行
順
序
決
定
の
件

③
委
員
会
委
員
選
任
の
件

④
対
外
役
員
等
推
薦
候
補
者
選
出
の
件

⑤
関
東
支
部
推
薦
役
員
候
補
者
選
出
の
件

⑥
関
東
支
部
推
薦
委
員
候
補
者
選
出
の
件

⑦
関
東
支
部
代
議
員
選
出
の
件

⑧
全
個
協
会
員
の
議
決
権
行
使
者
選
出
の
件

⑨
地
理
モ
ニ
タ
ー
制
度
実
施
要
綱
一
部
改
定

（
案
）承
認
の
件

と
相
談
を
行
い
、ほ
ぼ
目
途
が
つ
い
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。今
年
か
来
年
早
々
に
も
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。私
た
ち
は
、信
頼
構
築
ヘ
た
ゆ
ま
ず
努
力
を

し
、自
浄
機
能
を
発
揮
し
再
発
防
止
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
、障
害
者
、移

動
困
難
者
、外
国
人
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、需

要
開
拓
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

旧
態
然
と
し
た
考
え
を
捨
て
、さ
ら
な
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
資
質
向
上
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

た
と
い
う
事
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
審
議
で
は
、４
つ
の
議
案

は
全
て
賛
成
多
数
に
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
が
率
先
し
て
意
識
改
革
を
し
、

自
浄
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
１
年
に

開
催
日
時
７
月
２
日
（
水
）午
後
０
時
30
分

場
　
　
所
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス 

松
の
間

「活性化事業『環境』『観光』『福祉』にも取り組んで
いきます」と木村会長

第１回 
定時総会

第
２
回
　
理
事
会
の
焦
点

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

都内個人タクシー現況（平成26年7月1日現在） 
許可事業者数　14,845名（前月比 −46名） 

（特別区、 武三14,388名　北多摩174名　南多摩283名）
傘下事業者数　14,539名（前月比 −44名） 〈うち女性88名〉

（特別区、 武三14,083名　北多摩174名　南多摩282名）

決
議
事
項
① 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
並
び
に

共
済
会
計
決
算
報
告
承
認
の
件

② 

理
事
29
名
選
任
の
件

③ 

監
事
２
名
選
任
の
件

開
催
日
時
７
月
２
日
（
水
）午
後
１
時
40
分

場
　
　
所
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス 

亀
の
間

決
議
事
項
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将
来
を
見
据
え
た
活
性
化
対
策
を

　

５
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
一
般
社
団
法
人

に
移
行
で
き
た
こ
と
、改
め
て
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
の
皆
様
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
個
人
タ
ク
シ
ー
の
資
質
向
上
の

た
め
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
度
か
ら
今
年
に
入
っ
て
不
適
正
な
問
題

等
が
起
き
て
お
り
、自
浄
機
能
の
発
揮
と
意
識

改
革
を
役
員
が
率
先
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
負
の
部
分
だ
け
を
払
拭
す
る
の
で

な
く
、活
性
化
対
策
も
重
要
で
す
。Ｕ
Ｄ
研
修
、

外
国
語
対
応
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会
立

ち
上
げ
等
、来
た
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

ま
た
そ
れ
以
降
の
高
齢
化
社
会
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
が
新
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。そ
し
て
少
子
化
社
会
、生
産
年
齢
人
口
の

減
少
等
、業
界
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
て
乗
り
切
ろ
う
と
意
思
の
統
一
を
図
っ
て

第
１
回
定
時
総
会
に
寄
せ
て

第
１
回
定
時
総
会
終
了
後
、
白
樺
・
鶴
の
間
に
お
い
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
行
わ
れ
た
木
村
会
長
と
３
名
の
ご
来
賓
に
よ
る
ご
挨
拶
（
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

世
界
標
準
で
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る

　

新
体
制
と
な
っ
て
第
一
に
、前
会
長
よ
り
引

き
継
い
だ
特
定
地
域
の
議
論
に
関
し
て
、新
法

立
法
の
本
旨
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
業
界
の
再
生
、

乗
務
員
の
待
遇
向
上
を
目
指
し
、東
京
が
特
定

地
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
活
動
を
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

第
二
に
タ
ク
シ
ー
を
世
界
標
準
で
考
え
て

い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、上
海
等
、ど
の
都

市
も
台
数
や
運
賃
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
日
本
だ
け
問
題
視
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
の
際
に
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
の
タ
ク
シ
ー
は
世
界
一
で
あ
り
、サ
ッ

カ
ー
で
い
う
と
ブ
ラ
ジ
ル
級
な
わ
け
で
す
か

ら
、胸
を
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、初
乗
り
運
賃
が
先
進
国
の
中
で
高

額
な
こ
と
は
、他
国
の
チ
ッ
プ
制
度
や
初
乗
り

の
距
離
を
考
え
る
と
、単
に
見
せ
方
の
問
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
タ
ク
シ
ー
の
未

来
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

世
界
一
の
東
京
の
タ
ク
シ
ー
を
、ま
す
ま

す
世
界
一
に
す
る
た
め
に
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、行
政
、法
人
、関
係
機
関
の
皆
様

に
も
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 

全
国
の
個
人
タ
ク
シ
ー
を
牽
引
す
る
存
在

　

タ
ク
シ
ー
の
最
近
の
事
故
の
発
生
状
況
は
、

数
年
来
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し

個
人
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
、昨
年
発
覚
し
た
免

許
停
止
期
間
中
の
営
業
行
為
事
案
や
先
月
か

ら
連
続
で
酒
気
帯
び
運
転
事
案
が
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、大
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。こ
う
し
た
残
念
な
事
案
は
個
人
タ
ク

シ
ー
制
度
の
趣
旨
を
覆
す
も
の
で
あ
り
、法
令

の
遵
守
、輸
送
の
安
全
確
保
が
最
優
先
と
今
一

度
認
識
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、活
性
化
策
と
し
て
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
、

諸
々
の
研
修
会
の
実
施
、接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
等
、サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

や
、街
頭
営
業
の
適
正
化
の
た
め
の
街
頭
指
導

へ
の
積
極
的
な
参
加
等
の
活
発
な
取
り
組
み

は
、関
東
運
輸
局
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
く
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
る

よ
う
に
利
便
向
上
・
安
全
確
保
を
心
が
け
、全

国
の
個
人
タ
ク
シ
ー
を
牽
引
す
る
存
在
と
し

て
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

 

長
年
の
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
生
か
し
て

　

最
近
の
交
通
事
故
発
生
状
況
で
す
が
、官
民

を
上
げ
て
の
取
り
組
み
に
よ
り
、交
通
事
故

の
発
生
件
数
、負
傷
者
数
と
も
に
例
年
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。死
者
数
も
昨
日
現
在
、前
年

よ
り
14
名
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。タ
ク
シ
ー

が
関
与
す
る
事
故
に
お
い
て
も
、５
月
末
で
約

２
２
０
０
件
（
前
年
よ
り
約
２
７
０
件
減
）と

な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
減
少
に
向
け
て
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。日

中
、小
学
生
が
活
発
に
行
動
す
る
季
節
で
す
。

住
宅
街
を
走
行
す
る
際
の
速
度
規
制
や
交
差

点
付
近
で
の
安
全
確
認
の
徹
底
、学
校
や
公
園

周
辺
で
の
飛
び
出
し
確
認
運
転
の
励
行
の
周

知
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。今
後
と
も

培
わ
れ
た
豊
富
な
経
験
と
実
績
に
よ
り
重
大

交
通
事
故
の
さ
ら
な
る
減
少
と
交
通
安
全
意

識
の
普
及
と
浸
透
に
一
層
の
力
添
え
を
い
た

だ
け
る
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（一社）東京都個人
タクシー協会会長

木村 忠義

国土交通省関東運輸局
次長

長谷川 豊 氏

警視庁交通部交通総務課
課長

遠藤 顕史  氏

（一社）東京ハイヤー・
タクシー協会会長

川鍋 一朗  氏

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成26年8月号 第481号　⑵



氏
名 

所
属
団
体 

享
年 

病
名

持
丸
　
藤
夫	（
東
個
協
・
足
立
第
一
）	

67	

脳
出
血

菅
原
　
光
壽	（
東
個
協
・
渋
谷
）	

71	

不
明

中
山
　
敬
光	（
東
個
協
・
世
田
谷
第
二
）	

71	

食
道
癌

小
林
　
武
彦	（
東
個
協
・
世
田
谷
第
三
）	

70	

出
血
性
シ
ョッ
ク

清
水
　
直
行	（
東
個
協
・
目
黒
第
一
）	

61	

肝
硬
変

鎌
原
　
幸
蔵	（
東
個
協
・
豊
島
）	

72	

不
明

兼
次
　
弘	

（
東
個
協
・
野
方
）	

73	

結
腸
癌

齋
藤
　
博	

（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	

70	

肺
炎

松
本
　
正
信	（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	

63	

肝
硬
変

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
６
月

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成26年6月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 東支部 Ｎ・Ｈ H26.3.8 港区新橋1-3 乗車行為禁止無視 加重 表示灯使用停止

※処分事案は東個協・都営協に処分を要請し、平成26年6月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が2回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 講習事案 処分事案 合計

平成26年 5月 9 4 1 14 

■行政処分状況	 平成26年6月分

処分日 氏名 処分内容（車両停止） 違反事項 違反事項 点数

6月10日 森田　明 40日車 特措法第43条第2項 乗禁地区営業 4点

6月10日 及川秀治 20日車及び安全確保命令 道運法第15条第1項他 事業計画の変更他 2点

6月17日 大内　猛 20日車及び安全確保命令 道運法第15条第1項他 事業計画の変更他 2点

個
人
タ
ク
シ
ー
の
未
来
の
た
め
に

第
３
回　

理
事
会
の
焦
点

　

７
月
７
日
（
月
）警
視
庁
に
て
「
タ
ク
シ
ー

業
界
と
の
交
通
事
故
防
止
対
策
等
連
絡
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。冒
頭
、遠
藤
交
通
総
務
課

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り「
タ
ク
シ
ー
が
関
与
す
る

交
通
事
故
は
５
月
末
現
在
約
２
２
０
０
件
と

前
年
同
期
と
比
べ
約
２
７
０
件
減
少
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
も
皆
様
を
始
め
業
界
関
係
者
の

方
々
が
安
全
・
安
心
の
旅
客
運
送
事
業
の
実
現

の
た
め
、ご
努
力
さ
れ
た
成
果
と
考
え
て
お
り

ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
交
通
安
全
担
当
の
林
管
理
官
よ

り
、「
昨
年
、タ
ク
シ
ー
が
関
与
す
る
死
亡
事
故

が
10
件
発
生
し
、65
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
で
右
側
か
ら
横
断
し
て
き
た
歩
行
者
と

衝
突
す
る
事
故
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た

今
月
発
生
し
た
２
件
の
死
亡
事
故
も
同
じ
状

況
で
す
。タ
ク
シ
ー
が
関
与
す
る
重
大
事
故
に

は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。今
後

と
も
一
緒

に
事
故
防

止
対
策
に

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
と
思
っ

て
お
り
ま

す
」
と
述

べ
ら
れ
ま

し
た
。

第
40
回
　
交
通
事
故

防
止
対
策
等
連
絡
会
議

木
村
会
長
か
ら
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
な
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　

先
日
の
総
会
に
て
新
た
な
理
事
の
皆
さ
ん

が
選
出
さ
れ
、事
実
上
第
１
回
の
理
事
会
と
な

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
２
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

景
気
の
方
は
一
進
一
退
と
い
っ
た
状
況
の
な

か
、活
性
化
に
向
け
て
ま
す
ま
す
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。社
会
構
造
の
変
化
に
よ

り
、客
層
が
見
方
に
よ
っ
て
は
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。活
性
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
特
別
委
員

会
が
８
月
22
日
に
第
１
回
の
会
合
が
行
わ
れ
ま

す
。慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
決

定
し
た
こ
と
を
尊
重
い
た
だ
き
、ス
ム
ー
ズ
な

実
施
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
転
免
許
等
の

有
効
期
限
切
れ
防
止
対
策

　

無
免
許
運
転
、
無
車
検
運
行
、
運
賃
メ
ー

タ
ー
器
の
期
限
切
れ
事
業
者
が
発
覚
し
、各
団

体
の
対
応
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、そ
の
防
止

対
策
と
し
て
「
満
了
日
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

（
有
効
期
限
の
把
握
）」「
１
カ
月
前
声
掛
け
運

動
（
期
限
満
了
日
の
１
カ
月
前
頃
）」「
３
日
前

お
知
ら
せ
運
動
（
期
限
満
了
日
間
近
）」を
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
団
体
に
お
い
て
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
都
個
協
で
は
、各
有
効
期
限
の
把
握
が

出
来
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。ソ
フ
ト
を
活
用
し
、再
発
防
止
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
席
者
全
員
が
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、報

告
事
項
、通
達
事
項
、決
議
事
項
の
順
に
各
担

当
者
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。２
つ
の

議
案
は
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日
時
７
月
15
日
（
火
）  

午
後
１
時

場
　
　
所
日
個
連
会
館

決
議
事
項

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
の
件

②
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部

　

代
議
員
一
部
変
更
の
件

理事29名全員の出席となった第３回理事会
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特別委員会委員
特別委員会 委員名（団体）

街頭営業
適正化

秋田　隆（世　三）

千田雅和（練　馬）

齋藤芳輝（文　一）

坂本伸矢（城　南）

丸山光明（第一事）

宮田　茂（葛　飾）

石川栄一（双　和）

柴田俊勝（相　互）

東京
オリンピック・
パラリンピック

対策

木村忠義（江　一）

相澤　豊（中　野）

小嶋眞吉（大　二）

櫻井敬寛（渋　谷）

塩山正明（墨　田）

有本義之（城　北）

川﨑雅崇（事業団）

中澤清二（葛　飾）

和田賢司（石神井）

街頭指導班体制
指導班 推進指導員（団体）

第１指導班
○千田和幸（江　一）

△中澤清二（葛　飾）

久保田大治（東）

吉野信幸（足　一）

第２指導班
○横尾幸司（小　岩）

△曽宮健司（足　二）

平林　隆（荒　川）

丸山智史（江戸川）

第３指導班
○南雲昭彦（大　二）

△宮﨑　晋（さくら）

井熊順一（亀　戸）

石田尚稔（板　一）

第４指導班
○近藤正志（事業団）

△園部　登（大　一）

佐藤　栄（目　一）

髙橋　茂（事業団）

第５指導班
○小林智輔（豊　島）

△鈴木徳造（東京北）

和田賢司（石神井）

沼尻弘之（目　二）

第６指導班
○上原正明（旅　客）

△栁谷正義（文　二）

三浦利文（墨　東）

有本義之（城　北）

第７指導班
○金田香二（野　方）

△若山吉美（四　〇）

加藤篤彦（新中野）

片山　学（墨　田）

第８指導班
○栗原　裕（友　和）

△濱田和浩（武　三）

村松規夫（城　南）

稲持俊男（全東京）

第９指導班
○笛木三德（練　二）

△木村康之（千　住）

金田政行（第一事）

森　行郎（新東京）

第10指導班
○横田憲二（民　主）

△飯山良之（杉　二）

渡辺祥一（全個人）

黒柳浩次（相　互）

○＝班長　△＝副班長

委員会委員
委員会 委員名（団体）

総　　務
中嶋孝之（杉　並） 田中長吾郎（新東京） 小川敏治（北多摩）

早坂　忠（石神井） 横山　勇（板　橋） 押木貞二（民主新興）

教育広報
小嶋眞吉（大田第二） 矢澤滋敏（荒　川） 藤田喜一（葛飾第一）

星野三男（事業団） 三浦孝司（交　友） 小倉光男（さくら）

経営資材
山下　實（北） 酒井良政（中野） 坂本伸矢（城　南）

横尾幸司（小　岩） 矢古宇康雄（東京北） 佐藤康雄（新中野）

安全対策
本橋勝美（新　宿） 田中映二（文京第一） 内田秀雄（品川第一）

冨本哲哉（江戸川） 野嵜正彦（交　友） 川﨑雅崇（事業団）

財　　務
櫻井敬寛（渋　谷） 榊原勇治（都　心） 下平敦史（東日本）

野田末男（朋　友） 川井文雄（四　〇） 内田雅彦（全個人）

対外役員等
委員会等 委員等（団体）

（公財）東京タクシーセンター
　　　評議員 　木村忠義（江　一）

　〃　理事 　中島　通（城　北）

　〃　登録諮問委員会 　相澤　豊（中　野） 　伊藤博敏（亀　戸）

　〃　適正化事業
　　　諮問委員会 　秋田　隆（世　三） 　丸山光明（第一事）

　〃　街頭指導会議
●秋田　隆（世　三） 　丸山光明（第一事）

　相澤　豊（中　野） ●前田昭吉（都個協）

　〃　タクシー評価
　　　委員会 　相澤　豊（中　野）

　〃　タクシー乗り場
　　　管理運営委員会 ●秋田　隆（世　三） ●前田昭吉（都個協）

 駅構内委員会

●相澤　豊（中　野）

●山下　實（　北　）

　小嶋眞吉（大　二）

●丸山光明（第一事）

●宮田　茂（葛　飾）

　伊藤博敏（亀　戸）

東京タクシー防犯協力会
副会長：木村忠義（江　一）

監事：櫻井敬寛（渋　谷）

理事：丸山光明（第一事）

幹事：松浦秀人（都個協）

●＝小委員会委員を兼ねる

平成26年度委員会委員紹介
※全て敬称略

監事：三浦孝司（交　友）
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副会長　中島　通
（都営協・城北）

会 長　木村忠義
（東個協・江戸川第一）

平成26年度

一般社団法人
東京都個人タクシー協会

役員名簿

第１回定時総会並びに第２回理事
会において、新役員が決定いたし
ました。今後とも一層のご協力を
お願い申し上げます。

※印は新任役員

副会長　秋田　隆
（東個協・世田谷第三）

副会長　丸山光明
（都営協・第一事業団）

副会長　伊藤博敏
（都営協・亀戸）

理 事　山下　實
（東個協・北）

副会長　相澤　豊
（東個協・中野）

理 事　冨本哲哉
（都営協・江戸川）

理 事　宮田　茂
（都営協・葛飾）

※理事　本橋勝美
（東個協・新宿）

理 事　小嶋眞吉
（東個協・大田第二）

理 事　早坂　忠
（都営協・石神井）

※理事　星野三男
（都営協・事業団）

※理事　中嶋孝之
（東個協・杉並）

※理事　櫻井敬寛
（東個協・渋谷）
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理 事　横尾幸司
（都営協・小岩）

理 事　酒井良政
（東個協・中野）

理 事　小竹清司
（都営協・個団連）

理 事　内田秀雄
（東個協・品川第一）

理 事　三浦孝司
（都営協・交友）

理 事　野田末男
（都営協・朋友）

理 事　田中長吾郎
（東個協・新東京）

理 事　小川敏治
（東個協・北多摩）

※理事　藤田喜一
（東個協・葛飾第一）

※理事　榊原勇治
（東個協・都心）

理 事　下平敦史
（多摩個連）

※理事　矢澤滋敏
（東個協・荒川）

※監事　佐藤康雄
（都営協・新中野）

理 事　内田雅彦
（全個人）

監 事　田中　力
（員外）

専務理事　前田昭吉
（員外）
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